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株主資本コスト 8%程度
（CAPMベース）

デリバティブ評価損益計上
によるボラティリティ

リユース事業
再構築
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当期純利益の
安定化が課題

利益安定化と表裏一体で
自己資本の充実を進める

事業計画と実績の乖離によりROEにボラティリティが発生。事業計画の確実な実行による利益安定化が最優先
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0.6%



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

2

・ネット型リユース事業
都心店新規出店による仕入強化

・ネット型リユース事業
個人向け商材を中軸とした利益率改善

・モバイル通信事業
ストック型ビジネスへの転換

デリバティブ評価損益の解消
→ 2025年6月期において解消

営業利益率の改善

当期純利益率の安定化

売上高の持続的成⾧

ROEを
安定的15～20%

水準へ

自己資本比率を30%超へ

営業利益率6.0%以上を目指す

高成⾧率の維持/収益力の向上/デリバティブ取引の縮小により2028.6期までに収益力・財務体質を改善



本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、

将来の見通し、計画のもととなる前提、予測を含んで記載しております。

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】

マーケットエンタープライズ・IR

ir@marketenterprise.co.jp
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持続可能な社会を実現する
最適化商社


